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令和４年の職場における熱中症予防対策の取組について 
― 「STOP!熱中症 クールワークキャンペーン」を展開 ― 

 

岐阜労働局(局長 大地 直美)では、５月１日から９月３０日まで「STOP!熱中症クールワークキャ

ンペーン」を実施し、関係団体や監督指導時等のあらゆる機会に周知・指導します。 

 

～キャンペーンのポイント～ 

◎ STOP!熱中症 クールワークキャンペーン 

キャンペーン期 間 ： ５月１日～９月３０日 

重 点 取 組 期 間 ： ７月１日～７月３１日 

取 組 内 容 ：休憩場所の整備、水分・塩分の積極的摂取 等 

（資料１参照） 

 

～岐阜県内の熱中症による労働災害発生状況～ 

〇 令和３年の熱中症による休業４日以上の死傷災害数 

令和３年の熱中症による休業４日以上の死傷災害は９人で、前年（令和２年）に比べて

11 人の減少となりましたが、前年の同キャンペーン期間中には、新型コロナウイルス感染

症の影響による緊急事態措置の指定やまん延防止等重点措置の指定がされていた時

期があり、事業活動が停滞していたことも考えられるため、予断を許しません。（資料２の

グラフ①参照）。 

〇建設業、製造業で全体の約半数を占める 

平成 23 年から令和３年までの熱中症による休業４日以上の業種別死傷災害発生状況

を見ると建設業が最も多く 29 人、次いで製造業が 27 人、運送業が 16 人の順で多く発

生しています。また、建設業と製造業で熱中症災害全体の 48.3%と全体の約半数を占め

ています（資料２グラフ②参照）。 
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〇 発生月別では、７、８月が多い 

平成 23 年から令和３年までの熱中症による休業４日以上の発生月別死傷災害発生状

況を見ると７月が 42 人、８月 47 人で全体の 76.7％を占めています（資料２グラフ③参

照）。 

～令和３年の熱中症災害事例～ 

（建設業） 

・解体現場で、炎天下の中コロナ感染症予防のためにマスクを着用して、現場作業員へ

の指示や現場作業状況の写真撮影を行っていた。業務が終了し、帰宅した後に体調が

悪化したもの。(8 月) 

・下水道切替工事の作業のため、建物裏側で発電機を用いてコンクリートのはつり作業を

行っていたところ、意識を失い倒れたもの。(6 月) 

（接客娯楽業） 

・午前６時半頃から飲食店に出勤し、通常通り作業を行っていたところ、異常な発汗、頭痛

のほか意識が朦朧としたため早退した。しかし、帰宅した時点で意識を失い倒れたもの。

(7 月) 

※(カッコ)内は災害発生月を示す。 
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【資料１】





【資料２】

グラフ①　発生年別の推移（平成23年～令和３年）

グラフ②　主な業種別（平成23年～令和３年） グラフ③　発生月別（平成23年～令和３年）

グラフ④　発生時間別（平成23年～令和３年）

※ この統計は、労働者死傷病報告により報告があった休業４日以上の労働災害を集計・分析したものです。

岐阜県内の熱中症による労働災害発生状況（休業４日以上の死傷者数）
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